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1) カラフトブシ，北海道の湿地に生え，花序が大きく葉が 5 全裂するものO 変種リシ
リフ
e
シは草原生の小形のもの。
2) エゾトリカブト，北海道に広く分布し葉は三全裂し小葉は有柄のものである。
3) ヤ7トリカブト，北海道南部から九州まで分布するもので変異が極めて多い。地方
変種としてオクトリカプト（北海道，東北）， ハクサントリカブト（本州中部， 日本海地
方），カワチブシ（栃木県から長野，愛知等をへて四国まで〉，ヤマトワカブト（茨城県か
ら静岡県まで〉，ツクシトリカブト（本州西部，四国，九州） I己分ける。
4) ホソパトリカブト，高山性の種類で茎が多毛， 花の濃色のもの，変異が多い。本州
の高山干舎に分布する。変種エゾホソパトリカブトは北海道の高�uと木州では北岳に産し，
葉は極めて細裂する。
5) サンヨウプシ， 葉の切れ込みの浅い無毛のトリカブトで本州の中部以西と四国l己分
布する。変種ジヨウシウトリカブトは本州｜中部tr 分布し果実に密毛の生えたもの。
6) ハナカズラ，蔓性のトリカプトで九州｜に分布すあ。
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